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第１６期 第８回小平市緑化推進委員会 会議要旨 

 

○開催日時 令和２年１月３０日（木）午後６時３０分～午後８時３０分 

 

○開催場所 市役所 ６階 ６０１会議室 

 

○出席者 椎名委員長、山田副委員長、水野委員、市川委員、田中委員、白井委員 

八田委員、菊地委員、千葉委員、和田委員、加藤委員、大久保委員、 

栗原委員（順不同） 

 

○傍聴人  １名 

 

○議題   （１）第１６期緑化推進計画提言書（案）について 

      （２）提言書の取りまとめについて 

      （３）手交式について 

 

○配付資料 （１）（仮称）小平市第三次みどりの基本計画骨子案 

      （２）小平市みどりの基本計画提言書（案）について 

      （３）第１６期 小平市緑化推進委員会提言報告書（案）（たたき台） 

      （４）手交式について 

      （５）（仮称）小平水車公園の造成 

      （６）提言報告書（案）に対する意見・要望 

 

会議の要旨 

 

  まず、事務局より資料（１）「（仮称）小平市第三次みどりの基本計画骨子案」、

（２）「小平市みどりに関するアンケート調査結果」について説明があった。説明後 

 以下のとおり質疑があった。 

 

委員 

  アンケートの対象が団体ということは、結果に団体の意向が反映されたものにな

るのではないか。 

 

事務局 

  アンケートは各団体に所属する個人を対象として実施しており、結果は個人の意

向によるものとなる。 

 



2 

 

続いて、委員長より資料（３）「第１６期小平市緑化推進委員会提言報告書（案）

（たたき台」）」、また委員より（５）「提言報告書（案）に対する意見・要望」に

ついて説明があった。説明後、以下のとおり質疑があった。 

 

委員 

  提言書の内容を中高生にも理解できる優しい表現にすべきとあったが、そもそも

緑化推進委員会としては市長に向けて提言をするのが前提ではないのか。 

 

委員 

  過去の提言はインターネットや図書館などで見ることができる。色々な市民が見る

という気持ちで作成していくことが大事だと思う。 

 

委員長 

  確かに中高生でもわかるくらいに内容を噛み砕くことは必要であると思う。場合に

よっては、注釈などを入れてなるべくわかりやすいものにしたいと思っている。表現

についても変えたほうがよい箇所があれば指摘いただきたいと思う。 

 

委員 

過去の提言で理念的なものは出し尽くしている。、理念的なことよりも具体的な提

案が必要ではないか。マーケティングで言うなら、売り手の気持ちではなく、買い手

の気持ちで考えること。提言書の場合、買い手は市民ということになる。市民の目線

で考えた内容にすることが重要である。 

 

委員長 

  過去の提言書では理念的なことを中心に扱ってきているので、具体的な提言内容を

盛り込みたいと考えている。図面や絵、写真などがあってもよい。これまで出てきた

もの以外でも具体的な提案があればぜひ出していただきたい。 

  また、今回の委員会では、まずキャッチコピーを決めたいと思うが、候補のなかで

どれが良いかお伺いしたい。 

 

委員 

  小平の人口が増えてきており、市民の暮らしということを考えれば（Ｄ）「溢れる

みどりとの共生。小平の暮らしを満喫！」が良いと思う。 

 

委員 

  東京都の緑化計画では、生活しやすい空間や快適なまちづくりのために緑化が必要

であるとしているので、そういう観点で言えば、（Ｄ）「溢れるみどりとの共生。小平
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の暮らしを満喫！」は良いと思う。ただし、自然環境の保全という意味を加えるので

あれば、（Ｃ）「みどりとの共生に感動。」が良い。 

まちづくりを中心とした緑化だけではなく、自然環境や生物多様性に関する内容も

盛り込んだほうがよい。まちづくりの問題は開発行為にある。仮に開発によって公園

ができたとしても生物多様性の場として機能するのは難しい。 

   

委員 

  （Ｅ）の「紡ぐみどりに和むこころ。感謝！」から「感謝！」を抜いたものが良い

と思う。 

 

委員 

  提言報告書（案）にはないが、「程よいみどりの小平で暮らしたい」が良い。 

 

委員 

（Ｄ）「溢れるみどりとの共生。小平の暮らしを満喫！」を少し変えて「みどりと

共に、小平の暮らしを」が良いのではないかと思う。 

 

委員 

  キャッチコピーについて、最後は委員長へ一任することでよいと思うがいかがか。 

 

委員一同 

  異議なし。 

 

委員長 

  では、第１６期の提言は「みどりと共に、小平の暮らしを」とする。 

  提言書の内容については、追加したい提案があれば２月１５日までに事務局へ案を

提出していただきたい。 

  最終的な提言書の内容については委員長へ一任していただきたいと思うがよろし

いか。 

 

委員一同 

  異議なし。 

 

事務局の説明 

 ―――「手交式について」は、事務局案で了承される（内容省略）――― 

                                   以上 


